
 

法曹･法律関連専門職養成と大学の使命 
2002 年 1 月 26 日(土) 

時 間 講 義 項 目 

9：40 
～ 

11：00 

□ 日本社会の成熟と市民法治マインドの形成 
～初等中等教育段階からの市民教育・法律教育～ 

       (学)渋谷教育学園   田村 哲夫   
1. 所謂「教養教育」についての“中央教育審議会”の答申作成～学校段階からライフサイクルへ  
2. 戦後日本の初等中等教育の改革の流れ～そこに流れる基本的姿勢と変化 
3. 日本社会の成熟と変革～社会と世間 
4. 市民法治マインドの形成と社会科教育～現状と変化 
5. そしてこれから～基本的人権思想と新しい「社会」 

                      〈質疑応答〉   

11：10 
～ 

12：40 

□ 司法構造改革と大学・大学院教育の使命 
～ロースクールと法曹養成システムの転換～ 

       早稲田大学   奥島 孝康   
1. 問題の所在～市場経済の論理 
2. 司法の現状と問題点 

(1) 司法制度の現状～「高級ホテルの玄関」 (2) 法曹養成と大学～大学の無関与 
(3) 裁判実務の問題点～時間と費用のロス 

3. ロースクールの設計 
(1) 国際競争力の確保～国益の確保     (2) 専門大学院としての位置づけ～実務家養成 
(3) 制度設計上の問題点～国際競争力    (4)「法学部」の今後～存続の意義？ 

4. 結びにかえて～市場経済の倫理 
                      〈質疑応答〉   

昼 食 （会場内外でご自由に） 

ケ ー ス ス タ デ ィ 

13：40 
～ 

15：00 

□ 司法書士職務の拡大と人材養成・リカレント教育ニーズ 
～大学学部・大学院教育の充実・強化への期待～ 

                           司法書士   齋藤 隆夫   
1. 司法書士の業務と使命 
2. 司法制度改革と司法書士職務の拡大 
3. 人材養成・リカレント教育ニーズと取り組み 
4. 大学・大学院教育への期待 

    〈質疑応答〉   

15：10 
～ 

16：30 

□ 法学系大学・大学院の教育改革への期待 
～司法試験指導教育の現場を踏まえて～ 

                (株)法学館   伊藤  真   
1. 現在の司法試験受験生像 

(1) 受験生像の変化～法学教育の現場から（学部生と社会人、他資格取得者との並存） 
(2) 伊藤塾での取り組み（伊藤塾のカリキュラムについて。法学系と非法学系との並存が 

可能な仕組み。ゼミや合格後の視察旅行等について） 
2. 法科大学院について 

(1) 法学系大学・法科大学院への期待（教育コンテンツ、教育システム） 
(2) 入口・出口の多様性（公平性、開放性、多様性を絡めて） 

3. 明日の法律家像とその養成 
(1) 隣接資格の今後（司法書士、パラリーガルなど） 
(2) 地域との連携（ゼロワン地域との連携。ネットワーク型の大学院、大学の構築） 

                                   〈質疑応答〉   

 


